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論 文 内 容 の 要 旨

ベントナイ トはモンモ リロナイ トを主成分とする粘土であるが, 水を吸収すると著しく膨潤する性質を

持っている｡

まず, このベントナイ トの膨潤特性を鉱物学的, 物理学的, 化学的な各種の実験方法を用いて調べ, ベ

ントナイ トの膨潤量は電解質溶液の種類と濃度により抑制される程度が異なるが, 一般水田の条件下では

抑制されないことなどを確かめ, 最大膨潤時においては外部膨潤量が内部膨潤量の約 7倍に相 当す る こ

と, および電解質溶液によって抑制されるのは主として外部膨潤であることなどを知り, またベントナイ

トは土壌に混入した場合でも膨潤特性は可逆的に持続することを認めている｡

次にベントナイ トの土壌中における透水抑制機構について以下のことを明らかにしている｡

a･ 土壌間隙内をベントナイ トのサスペンジョンが浸透流動することにより, 有効間隙を縮少または閉塞

して透水を抑制する. ただしこの現象は透水係数が 3.5×10-3- 2.0×10 ~4cm /sec の浸透性の土壌の場合

である｡

b･ 乾燥状態の土壌にベントナイ トを混入した時には, そのベントナイ トの全膨潤容積による土壌の有効

間隙の閉塞縮少と, 膨潤圧による有効間隙の圧縮の両作用により透水性が顕著に抑制されるのであって,

ベントナイ トの透水抑制効果の大部分はこれらの作用によるものである｡ なおその透水抑制率は前者が約

40% , 後者が約20- 30% であり, 湿潤状態で混入された時にはほとんど前者の効果によるものである｡

C･ 水田状態における代榛の時は, 代掻により有効間隙を減少させるような土粒子の配列となり, ベント

ナイ トが混入されればそれがさらに助長される｡ 粘土含量が約25% 以上の土壌では棟代榛などによって適

正浸透量まで抑制できるのでベントナイ トを混入する必要がない｡

さらに, 実際の浸透過多田にベントナイ トを施用して適正浸透量まで抑制する場合, 以上の 諸 結 果 か

ら, それに必要なベントナイ トの客人量を合理的に算出する実験式を見出し, また一方水田土壌の粘土含

量を知れば練代榛による抑制浸透量が算出できる実験式を導き, これらを実際の水田に適用して合理性を
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実証している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ベントナイ トは1950年頃から土壌の透水抑制材として利用されるようになったが, その科学的根拠は明

らかにされていなかった｡

著者は, ベントナイ トの土壌中における透水抑制作用は, その膨潤特性に基因しているものとして, ま

ずベントナイ トの膨潤特性を調べ, 一般の水田における土壌水程度の電解質溶液ではその膨潤は抑制され

ないことを確かめ, また従来ベントナイ トの顕著な膨潤性はその主成分であるモンモ リロナイ トの結晶構

造に由来する内部膨潤によるものとされていたのであるが, 外部膨潤の方が内部膨潤よりはるかに大きい

ことを明らかにしている｡

次に透水抑制機構について詳細な実験を重ね, ベントナイ トの透水抑制作用の主体をなすものはベント

ナイ トの全膨潤容積と膨潤圧による有効間隙の縮少圧縮によるものであることを明確にし, 代榛を行なえ

ば有効間隙を減少させるような土粒子の配列になることを明らかにしているO

さらにベントナイ トの施用の範囲を土壌の粘土含量から推定する方法を示し, また浸透過多閏へのベン

トナイ ト客人量の合理的算定方法を提示している｡

以上のように本論文はベントナイ トの膨潤特性, 透水抑制機構などを明らかにすると同時に多 くの新し

い知見を得, さらに実際の浸透過多田- の合理的客人方法を確立したものであって, 土壌物理学, 土地改

良学上ならびに水田改良の実際面に貢献するところが大きい｡ よって本論文は農学博士の学位論文として

価値あるものと認める｡
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